
阿南工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 化学
科目基礎情報
科目番号 0209 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教養 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 高等学校　化学基礎（第１学習社）/フォローアップドリル（数研出版）、化学図録（数研出版）、化学基礎 書き込みサ
ブノート（旺文社）

担当教員 山田 洋平,一森 勇人,園田 昭彦
到達目標
1.　基本的な炭化水素を記述、分類できる。官能基から有機化合物の性質を類推できる。
2.　構成原子間の電子移動により酸化還元反応が進むことを理解し、酸化還元反応の量的な計算ができる。
3.　身近な電池の仕組みを理解し、構造の概略を説明できる。電気分解における量的関係の計算ができる。
4.　与えられた条件から熱化学方程式を立式できる。反応熱の計算ができる。
5.　反応速度の定義を学び、反応速度式で記述することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
基本的な炭化水素を記述できる。
官能基から有機化合物の性質を系
統的に説明できる。

基本的な炭化水素を記述できる。
官能基から有機化合物の性質を類
推できる。

基本的な炭化水素を記述できない
。官能基から有機化合物の性質を
類推できない。

評価項目2
様々な酸化剤・還元剤を用いた酸
化還元反応の量的な計算ができる
。

酸化剤・還元剤を用いた酸化還元
反応の量的な計算ができる。

酸化剤・還元剤を用いた酸化還元
反応の量的な計算ができない。

評価項目3
様々な電池の仕組みを系統的に説
明できる。電気分解における量的
な計算が正確にできる。

代表的な電池の仕組みを説明でき
る。電気分解における量的な計算
ができる。

代表的な電池の仕組みを説明でき
ない。電気分解における量的な計
算ができない。

評価項目4
熱化学方程式を立式できる。エネ
ルギー図を用いて反応熱の計算が
正確にできる。

熱化学方程式を立式できる。反応
熱の計算ができる。

熱化学方程式を立式できない。反
応熱の計算ができない。

評価項目5

反応速度の測定結果から反応速度
式が記述できる。反応速度と濃度
、温度、触媒の関係を説明するこ
とができる。アレニウス式を用い
て、反応速度定数と活性化エネル
ギーの関係を説明することができ
る。

反応速度の測定結果から反応速度
式が記述できる。反応速度と濃度
、温度、触媒の関係をすることが
できる。

反応速度の測定結果から反応速度
式が記述できる。反応速度と濃度
、温度、触媒の関係を説明するこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 講義は理科総合（1年）での学習内容をふまえて進めていく。理解が十分でない内容は必ず復習をして、授業には集中し

て取り組むこと。
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 有機化合物： 飽和炭化水素の名称や構造を説明できる。

2週 有機化合物： 飽和炭化水素・不飽和炭化水素の名称や構造を説明で
きる。

3週 有機化合物・ 飽和炭化水素・不飽和炭化水素の名称や構造、性質を
説明できる。

4週 有機化合物： 簡単な構造式を見て、官能基を見つけることができる
。

5週 有機化合物・エステル（酢酸エチル、酢酸ペンチル、
サリチル酸メチル）の合成実験

エステルの合成実験を通じて、分子構造の違いが物性
（特に匂い）に及ぼす影響を理解する。

6週 酸化還元反応： 電子の授受から酸化と還元を理解する。
酸化数を決定できる。

7週 酸化還元反応： 酸化還元反応式における酸化数の変化から、酸化され
た物質、還元された物質を決定できる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 酸化還元反応： 酸化剤と還元剤の半反応式をつくることができる。

10週 酸化還元反応 酸化剤と還元剤の半反応式から全反応式をつくること
ができる。

11週 酸化還元反応 酸化還元滴定の原理を説明し、計算することができる
。

12週 酸化還元反応 金属のイオン化傾向と金属の反応性について関連付け
して説明できる。

13週 酸化還元反応 金属のイオン化傾向と金属の反応性について関連付け
して説明できる。

14週 酸化還元反応 電池の基本的な原理を説明できる。
ダニエル電池・ボルタ電池の原理を説明できる。

15週 酸化還元反応 鉛蓄電池・燃料電池の原理を説明できる。
16週 前期末試験

後期 3rdQ 1週 電気分解 電気分解の反応系を見て、電極材料と水溶液中に存在
する分子やイオンを列挙できる。



2週 電気分解 電極材料と水溶液の情報から、電極上で起こる反応を
記述できる。

3週 電気分解 電気分解の応用例（NaCl水溶液の電気分解・電解精錬
）を説明できる。

4週 電気分解 電気分解における量的関係の計算ができる。
5週 電気分解 電気分解における量的関係の計算ができる。

6週 反応熱と熱化学方程式 いくつかの反応熱を挙げ、それを熱化学方程式で記述
できる。

7週 反応熱と熱化学方程式 いくつかの反応熱を挙げ、それを熱化学方程式で記述
できる。

8週 中間試験

4thQ

9週 反応熱と熱化学方程式 ヘスの法則を用いた反応熱の計算ができる。
10週 反応熱と熱化学方程式 結合エネルギーを用いた反応熱の計算ができる。
11週 化学反応の速さ 化学反応の速さを決める因子をいくつか説明できる。
12週 化学反応の速さ 触媒と活性化エネルギーの関係について説明できる。
13週 化学反応の速さ 過酸化水素の分解実験

14週 化学反応の速さ
過酸化水素の分解実験の結果から、発生した酸素の物
質量と時間の関係および反応の速さと濃度の関係をグ
ラフ化できる。アレニウス式を用いて、反応速度定位
数から活性化エネルギーを求めることができる。

15週 化学反応の速さ ハーバー・ボッシュ法の意義を説明できる。
16週 後期末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 小テスト レポート・課題 合計
総合評価割合 60 20 20 100
基礎的能力 60 20 20 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0


